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石川県立歴史博物館 中期経営目標 

（実施期間 令和５年度～令和９年度） 

令和５年３月 策定 

 

１ 施設の設置目的 

本県の歴史文化活動の中心的な存在として、県内外の考古・歴史・民俗等の貴重な資

料を展示することにより、郷土の歴史に関する県民の理解を一層深めるとともに、観光

客への情報発信を目的としています。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

   本県の歴史に関する資料の収集・保存修理、調査研究、教育普及に取り組み、本県の

歴史文化活動の中心的な役割を担うとともに、県の歴史を物語る貴重な資料を展示し、

県民ならびに観光客の方々に、本県の考古・歴史・民俗資料等の鑑賞の場を提供してい

きます。 

 

３ 事業内容 

（１） 展示活動 

館の所蔵品を中心に実物資料を展示するとともに、「より親しみやすく、利用しやす

い歴史博物館」をコンセプトに映像、ジオラマ、模型等を駆使して、見て、ふれて、

楽しみながら石川を学べるよう紹介しています。（例：祭礼体感シアターなど） 

① 特別展示・企画展示 

年に数回、独自のテーマで、考古・歴史・民俗等の貴重な資料の企画展示を開催

するとともに、魅力ある大規模な展覧会の開催に努めています。 

② 貸館 

特別展示室、企画展示室等を展示の場として提供しています。 

（２） 普及・イベント活動 

機関紙の発行や「れきはくゼミナール」、「いしかわ歴史講座」、「館長講演会」な

どの各種講演会の開催のほか、ＳＮＳを活用した情報発信を行っています。 

（３） 資料収集・保存活動 

本県ゆかりの貴重な資料を収集・保存しています。また、本県の歴史について、

調査・研究を行い、成果を企画展や講座、講演会、各種発行物等に反映しています。 

 

４ 現状と課題 

（１）施設の利用促進及びサービス（満足度）向上について 

・展示品に対する解説として、４か国語（日、英、中、韓）対応の音声ガイドを貸し

出します。また、小・中学生の入館者が多いことから、児童生徒向けのワークシー
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トや教員向けの館内ガイドを提供し、学習に役立てて頂きます。 

・利用者サービスとして、各種講座、体験教室、れきはくメイト（友の会）、館長講座、

関連ワークショップを開催します。そのほか、博物館実習（大学生等）の受け入れ

などを継続します。また、通年実施のアンケートにより、利用者ニーズの把握に努

めるとともに、ＳＮＳを活用した情報発信などに努めてまいります。 

 

（２） 施設運営の効率化について 

清掃業務及び駐車場管理業務については、隣接する美術館、能楽堂を加えた一括入

札を実施してきたほか、受付・解説員の直接雇用から民間委託への切り替えなど工夫

を凝らしてきたところであり、今後とも、経費の節減・効率化に努めていくこととし

ています。 
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５ 中期経営目標 

（１）中期経営目標 

① 利用者数を５年間で５％増加させます。 

②  利用者アンケートによる満足度を５年間で９８％に高めます。 

③ 利用者１人あたりの一般財源投入額を５年間で５％削減します。 

 

（２）測定指標と目標値 

測定指標 
基準値 

（Ｈ２９～Ｒ１平均） 

中間目標値 

（R７） 

最終目標値 

（R９） 

① 利用者数  １６０，７１５人 １６５，５００人 １６９，０００人 

② 利用者アンケートによ

る満足度  

９７％ ９８％ ９８％ 

③ 利用者１人あたりの一

般財源投入額 

７２５円 ７０３円 ６８９円 

 

６ 目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１） 施設の利用促進及びサービス（満足度）向上に向けた取り組み 

・魅力ある特別展や企画展を開催する。 

・企画展示室において収蔵品を活用したテーマ展示を行う。 

・効率的な情報発信のためＳＮＳの積極的な活用を行う。 

・展示資料の理解促進や関心を高めるため、音声ガイドの貸出や定期的な常設展の展

示替えを行う。 

・幅広い年齢層の利用者に、様々な学習機会を提供するため、学芸員、各種専門分野

の研究者らによる各種講座の開催、ワークショップの開催、各種問い合わせへの対

応、友の会やボランティアなど県民一般参画事業の運営などを行う。 

・くつろぎ空間の「ほっとサロン」の運営を行う。 

・学校や教育機関との連携の充実として、団体鑑賞に関する相談や職場体験、博物館

実習生受入（大学生）等への相談・協力を行う。 

・利用者ニーズ把握のため、常時のアンケート調査の実施、歴史文化に関する情報コ

ーナーの運営を行う。 

（２） 施設運営の効率化に向けた取り組み 

・民間委託業務の点検、見直しを行うなど、今後とも引き続き経費の節減・効率化に 

努める。 
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参考資料（施設の利用状況など） 

  

 （１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況）                           （単位：人） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

利用者数 155,586 174,753 151,807 97,238 122,753 

 

 （２）利用者アンケート指標（利用者サービス、施設の維持管理）             （単位：％） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

良い 74 69 84 81 81 

概ね良い 22 29 15 17 18 

計 96 98 99 98 99 

やや悪い 3 2 0 2 1 

悪い 1 0 1 0 0 

 

 （３）使用許可等の状況                                              （単位：件） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

特別展示室 0 1 0 1 0 

 

 （４）使用料の収入実績                                             （単位：千円） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

入場料収入 10,339 10,211 17,653 5,106 12,952 

 

 （５）収支の状況                                                   （単位：千円） 

 

 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

歳
入 

入場料収入 10,339 10,211 17,653 5,106 12,952 

図録等販売収入 1,673 1,848 2,641 882 343 

雑入 18,441 9,333 9,248 10,416 7,526 

施設使用料 3 1,806 98 292 372 

一般財源 187,004 197,046 199,824 181,734 205,443 

計 217,460 220,224 229,464 198,430 226,626 

歳
出 

職員費 71,170 79,238 83,922 89,607 101,119 

事業費 146,290 141,006 145,542 108,823 125,517 

計 217,460 220,224 229,464 198,430 226,636 
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（６）利用者１人あたりの一般財源投入額                                

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

一般財源投入額(千円)① 187,007 197,046 199,824 181,734 205,443 

 職員費除き(千円)①’ 115,834 117,808 115,902 92,127 104,324 

利用者数(人)      ② 155,586 174,753 151,807 97,238 122,753 

利用者１人あたり一般 

財源投入額(円) ①÷② 

1,202 1,128 1,316 1,869 1,674 

 職員費除き(円) 

① ’÷② 

745 674 763 947 850 

  


